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いきものディスカバリー通信vol.16
「歩く!?お魚～ウォーキングシャークの赤ちゃん期間限定展示中～」

水族館&いきものを深堀り！発見がいっぱい！
いつでも、どこかで “何かが起きている ”サンシャイン水族館がお届けする

魚なのに歩く…!?運動の秋にウォーキングのススメ！「歩くように移動するお魚」を紹介!!

サンシャイン水族館(東京・池袋、館長：丸山克志)では、10月3日(月)より、館内1階「生き物たちの不思議」水槽
にて、当館で繁殖したエポーレットシャークの赤ちゃんを期間限定で展示開始しました。
エポーレットシャークは「ウォーキングシャーク」とも呼ばれ、胸ビレと腹ビレを使ってサンゴ礁の隙間を這うように歩き、潮が
引いた岩場に取り残された場合は陸上を歩くように移動することがあります。今回のいきものディスカバリー通信は、水の
中で泳ぐだけじゃなく歩くような動きをする一風変わった習性を持つ生き物に注目し、エポーレットシャークをはじめとする
「歩くように移動するお魚」をご紹介します。

サンシャイン水族館の歩くように移動するお魚たち
🐟🐟エポーレットシャーク：赤ちゃんも歩くように移動する！

無酸素状態で一番長く生きられる脊椎動物!?
🐟🐟ミナミトビハゼ：エラ呼吸はもちろん皮膚呼吸もできる！陸地を歩くように移動する
🐟🐟ハナイカ：世界一美しい色彩のイカ!? 脚ではなく腕を使い、海底を歩くように移動する

🐟🐟エポーレットシャーク
分布：オーストラリア・ニュージーランド沿岸部の浅瀬
体長：成長すると約1m
潮の満ち引きがあるサンゴ礁などに生息。胸ビレと腹ビレを使ってサン
ゴ礁の隙間を歩くように移動し、岩場のエビやカニなどを食べます。陸
上でも無酸素状態で一番長く生きていられる脊椎動物という説もあ
る小型のサメです。
館内2階「オーストラリアの海～グレートバリアリーフ～」水槽で展示し
ています。

◀エポーレットシャークの孵化の瞬間や解説はこちらから↑仔魚

初めての孵化に成功！赤ちゃん展示中
サンシャイン水族館では2022年1月以降に展示中の個体が複数
回産卵しました。エポーレットシャークは1回につき2個の卵を産みます。
卵には毛のような「付着糸」があり、浅瀬の岩場やサンゴに絡めること
でくっつき流れないようにします。当館では卵をバックヤードの水槽で擬
サンゴに付着糸をくっつけて孵化までに約5か月、約25℃の水温で
管理。6月にサンシャイン水族館では初めての孵化に成功しました。
当館生まれのエポーレットシャークの赤ちゃんは10月3日(月)より
館内1階「生き物たちの不思議」水槽にて展示しています。
産まれたときのサイズは体長約15㎝。成魚は胸ビレの近くに黒い丸
模様があり、体に斑点模様と薄い横縞模様がありますが、幼魚は斑
点模様はまだ薄く、縞模様ははっきりしています。成長するにしたがっ
て模様が変化していきます。丸い顔とよちよちと歩くような姿と合わせ、
成魚との違いをぜひ見比べてみてください！
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↑成魚
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↓卵から孵化する瞬間
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報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・鳴海・深野・佐藤・大浦
TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部9部 内山・前山・高橋
TEL.03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

※画像はイメージです。

🐟🐟ミナミトビハゼ

🐟🐟ハナイカ

飼育スタッフのコメント エポーレットシャーク担当 上市 光之(かみいち ひかり)
昨年も産卵が確認されたことはありましたが、発生はしておらず孵化には至りませんでした。その半
年後にまた産卵し、順調に生育し今回孵化に至りました。卵は、定期的にライトで透かして中の仔
魚の状態を確認していました。赤ちゃんの姿は、まるで大人のエポーレットシャークのミニチュアの様
でとても可愛らしいです。胸ビレを使い、歩いているような姿をぜひご覧ください！

分布：種子島以南
体長：約10㎝
河口域の泥干潟やマングローブ域に生息しており時折、陸地まで上がることも
あります。エラ呼吸はもちろん皮膚呼吸をすることができ、胸ビレを使って陸地を
歩いて移動することができます。また、驚いた時は体をくねらせ跳ねて逃げます。
当館では魚の切り身を与えています。
館内2階「マングローブの森」水槽で展示しています。

分布：紀伊半島以南、南シナ海まで
体長：約7㎝
コウイカの仲間で、サンゴ礁域のアマモ(海草の一種)場や岩礁域に生息していま
す。体の色彩が非常に美しく、❝世界一美しい色彩のイカ❞といっても過言ではあ
りません。２本の腕を使い、海底を歩くように移動することが知られています。自
然界では海底に生息しているエビやカニなどを捕食しており、当館ではエビを好ん
で食べています。
館内1階「海の忍者」水槽で展示しています。

ハナイカの歩くように移動する動画はこちらから▶

ミナミトビハゼの歩くように移動する動画はこちらから▶

いきものディスカバリー通信 次号もお楽しみに！

※日時指定チケットの購入、または日時指定WEB整理券の取得が必要な場合がございます。詳しくは、水族館ウェブサイトをご確認ください。

■サンシャイン水族館（通常営業）概要
所 在 地 ：
営業時間：
入 場 料 ：
問合せ先：

東京都豊島区東池袋3-1 サンシャインシティ ワールドインポートマートビル・屋上
（秋冬）10:00～18:00 （春夏）9:30～21:00 ※最終入場は終了1時間前 ※変更の場合あり
大人(高校生以上)2,400円、こども(小・中学生)1,200円、幼児(4才以上)700円 ※変更の場合あり
サンシャイン水族館 03-3989-3466 https://sunshinecity.jp

エポーレットシャークの他にも…！サンシャイン水族館で展示中の歩くように移動する魚たち

※生物の状況により、予告なく展示期間や展示数を変更する場合があります。
※画像はイメージです。

番外編：❝アシカ❞と❝アザラシ❞の歩き方の違い

カリフォルニアアシカ

よく間違われる❝アシカ❞と❝アザラシ❞。その特徴には様々な違いがありますが、
「歩き方」にも違いが見られます。
アシカ：前肢・後肢の四肢を使って歩きます。四肢で体を支えることができる

ため、腹部を地面から離した姿勢が取れます。
アザラシ：四肢で体を支えることができないため、腹部を地面につけた状態で

這うように移動します。陸上での移動はあまり得意ではありません。
バイカルアザラシ

https://ikimall.ikimonopal.jp/blog/post-1869/
https://sunshinecity.jp/aquarium/animals/アシカ、アザラシの解説や違いについて詳しくはこちら▶

https://sunshinecity.jp/
https://ikimall.ikimonopal.jp/blog/post-1869/
https://sunshinecity.jp/aquarium/animals/

	スライド番号 1
	スライド番号 2

